
平成２７年度忘れ物白書

平成２８年８月２２日

平成２７年度（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）のＪＲ四国の駅や列車内

などでの忘れ物は、前年度と比較して件数・現金とも増加しました。

１ 忘れ物の総件数は、34,305件で前年度と比較して 1,720件（5.3％）増加しました。
また、現金は総額 25,525,693円で前年度と比較して 2,550,557円（11.1％）増加しま
した。

一日あたりにしますと、忘れ物件数は 94件、現金については、69,742円が忘れられ
たことになります。

※総件数はＪＲ発足以降最多です。（２番目に多いのは、平成２６年度の 32,585件）。
３年連続で、過去最多を更新しています。

※現金はＪＲ発足以降６番目に低い額です。

２ 忘れ物の場所は、列車内が圧倒的に多くなっています。

列車内の件数が、23,511件（68.5％）、駅構内での件数は、9,286件（27.1％）となっ
ています。

３ 忘れ物の件数が一番多い月は８月で、総件数は 3,130件です。
品目別の点数は、「傘」が 743点と最も多く、次いで「装身具類」が 434点となって
います。

なお、現金の一番多い月も８月で 2,769,447円となっています。

４ 品物別では、依然として「傘」がトップです。

傘類は、8,069点（23.2％）で以下、装身具類 4,609点（13.2％）、書籍・文房具 3,700
点（10.6％）となっています。なお、現金１件あたりの最高額は列車内での 118,000円
（前年度最高額は列車内での 365,000円）です。

５ 取扱駅別では、高松駅が件数、金額ともにトップです。

６ 無事本人に返ったもの

忘れ物 34,305件のうち、10,145件（29.6％）です。
現 金 25,525,693円のうち、20,185,909円（79.1％）です。

７ 珍しい忘れ物

○ 金剛杖（巡拝道具）、袈裟（巡拝道具）、うどん、骨付き鳥、入れ歯、Wii（ゲーム
機）、受験票などがありました。

○ 携帯電話の忘れ物は 2,300点で前年度と比較して 79点（3.6％）増加しました。

平成２６年度 平成２７年度 前年比（％）

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

高松駅 11,158件 6,482,988円 10,623件 8,246,376円 95.2％ 127.2％
松山駅 7,555件 4,746,518円 8,696件 4,724,145円 115.1％ 99.5％
徳島駅 4,935件 2,313,294円 5,046件 3,022,936円 102.2％ 130.7％
高知駅 3,085件 3,149,022円 3,112件 3,040,368円 100.9％ 96.5％



８ ＪＲ四国からのお願い

もし、忘れ物をしたときは、

○ できるだけ早く最寄りの駅か乗務員にお申し出下さい。

お申し出の際は、「いつ」、「どこで（車内であれば何両目、進行方向に向かって

どちら側）」、「どのような（色、柄、形状、中身、数など忘れ物の特徴）」忘れ物

をしたのか具体的にお知らせ下さい。

○ お申し出の際は、住所、氏名、連絡先等をお知らせ下さい。

○ すぐに発見できなくても後日発見される事がありますので、再度お尋ね下さい。

また、列車を降りられて時間が経ってから忘れ物に気が付いた場合は、ご利用にな

った列車の終着駅にお問い合わせいただくと早期発見できる場合がございます。

○ 忘れ物を駅でお預りする期間は最長１週間です。これ以降は警察に引き継ぎます。


